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つばめBHB株式会社

当社燃料アンモニアへの取り組み
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1. アンモニアのご説明
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３．今後のアンモニア製造への取組と課題

TITLE: クリーンエネルギー戦略検討合同会合向け資料





Confidential 

No.© 2022 Tsubame BHB Co., Ltd. all rights reserved.

既存のアンモニア製造技術（ハーバー・ボッシュ法）

◼ 既存の技術は約100年前にドイツで開発されたハーバー・ボッシュ法（HB法）
◼ 水素と窒素を400-600℃、20-100MPaの高温・高圧下でアンモニアを合成する製法
◼ 大量一極集中生産を行っている
◼ HB法の伝統的なライセンサー（基礎技術を持つ企業）は海外企業のみで日本企業はその
技術に頼らざるを得ない

◼ 既存技術は高温・高圧下の水素と窒素からアンモニアを合成するハーバー・ボッシュ法
◼ ハーバー・ボッシュ法の技術を持つライセンサーは海外企業のみ

水素 窒素

＋

アンモニア

高温・高圧

鉄触媒再生可能エネルギー

天然ガス等化石資源１

２

水素の製造 既存アンモニア製造技術 ＝ ハーバー・ボッシュ法

※窒素は空気中から抽出

技術概要
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つばめBHB㈱ 会社概要

◼ 当社は、東工大の技術を基に100年続くアンモニア合成技術の壁であった高温高圧反応の壁を破り、低温・低
圧稼働を実現したアンモニア製造触媒を実用化し、まず数千～数万トン/年スケールでの生産に目途をつけた

ねらい

生産規模

設備投資

圧力

温度

既存法（ＨＢ法） 当社法（つばめ法）

大量一極集中
スケールメリットの追求

オンデマンド供給

20万～120万トン／年
1,000トン

～120万トン／年

800億円～3,300億円
小型であれば数億円

大型はHB法の15%減（目標）

20 MPa 3 ～ 5 MPa

400～500℃ 300～400℃

項目 内容

代表者名 渡邊 昌宏

会社設立 2017年4月

技術シーズ 東京工業大学

主要株主 UMI1号投資事業有限責任

組合（国内ベンチャーキャピタ
ル）、味の素、日本郵船、三菱
ケミカル、ほか

総資金調達額 約24億円

✓ 近年、実用的な小型アンモニア生産技術として多くの引き合い

✓ 触媒技術によって、より低温・低圧の条件でアンモニアの合成が出
来る・・・アンモニア製造低コスト化の可能性を広げ、クリーン燃料や
肥料を安価に製造できるようにし、社会に貢献したい

図：細野栄誉教授が開発したアンモニア合成触媒
（エレクトライド触媒）
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当社のビジネスモデル:  モジュールシステム販売／ EPC基本販売／将来構想

A. モジュールシステム（地産地消モデル）

⚫ TM-3000: 年間3,000トン

⚫ TM-5000: 年間5,000トン

B. EPC基本販売

⚫ 年間1万トン以上（今後HB法と同程度の年
間120万トンサイズまで達成を目指す）

⚫ コスト低減を目指し、大型のモジュール化
も検討していく

⚫ 基本設計パッケージ

⚫ 触媒販売（要年間使用ライセンスフィー）

◼ 小型オンサイトアンモニア生産システム向けとしてA、Bの２種類のビジネスモデルを展開
◼ 将来的には年産120万トンレベルの大型プロセスも大手エンジニアリング会社と提携して進める

(image)(image)

容
量

ス
コ
ー
プ

⚫ アンモニア合成設備

⚫ 触媒販売（要年間使用ライセンスフィー）

自動スタートアップ/ 
シャットダウン機能付

EPC実務は

他エンジニアリング企業
と連携

大型化を
目指す
（2024年までに
新触媒開発完了）

将来構想
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アンモニア生産の大型化に向けてのつばめBHBのハードル

◼ 埋蔵量が限られる貴金属を大型プラント向けの触媒で用いようとすると足りなくなる可能性がある・・・現在東
工大の細野研が開発している、貴金属を用いない触媒の性能向上及び量産化開発が必要となる

貴金属を用いたエレクトライド触媒

（出所）東京工業大学・元素戦略研究センター 北野准教授
ポスター発表『エレクトライド系アンモニア合成触媒の開発と実用化に向けた取組み』

貴金属を用いないエレクトライド触媒

（出所）東京工業大学・元素戦略研究センター 細野栄誉教授
プレスリリース『貴金属を使わないアンモニア合成の画期的技術』
（2020年8月3日公開）

こういった非貴金属を用いたエレクトライドの
性能を上げる研究および量産化開発が必要になる
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脱炭素化に貢献するアンモニアの世界

18

TITLE: クリーンエネルギー戦略検討合同会合向け資料


